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[第 3 報] 
換気が冷房時の室内温熱環境とエアコンの消費電力に及ぼす影響 

-環境試験室を用いた実験による検討- 

 (一財)電力中央研究所 エネルギーイノベーション創発センター 

 

背  景 
 COVID‐19 を始めとする感染症対策の一つとして、窓開けや換気扇等を利用した適

切な換気が推奨されている[1][2][3]。しかし、エアコン運転時には居住者が換気をやめてし

まい、十分な換気が行われない可能性がある。適切な換気を促すためには、換気量の増

加による温熱環境等への影響を評価する必要がある。 
そこで、第 1 報[4]、第 2 報[5]では数値シミュレーションによって、冷房時に換気量を

増加させた場合の温熱環境と消費電力量の変化に関する知見を得た。この知見を有効に

活用するためには、実験的な検討も実施しておくことが望ましい。 
 

目  的 
当所の環境試験室[注 1]で、換気量の増加に伴う室内温熱環境とエアコンの消費電力量

への影響を実験で検討する。 
 
手  法 
 当所の環境試験室内に設置された、旧省エネ基準の断熱性能を有する試験住宅内で、

換気による室内温熱環境とエアコンの消費電力への影響を確認した。試験住宅は、居間・

食堂（LD）を想定した単室に L 型の廊下の付いた 1 階建て住宅であり、LD にエアコン

と発熱模擬のヒータ（200W×2 台）が室内に設置されている（図 1）。 
 LD の腰窓を開けた状態のまま、自然換気に加え、強制排気 2 段階の計 3 つの換気条

件でエアコン冷房実験を行った。エアコンの設定温度を 27℃、風量を自動とし、外気温

度は 35℃とした。表 1 に実験条件を、図 2 に強制排気を行った掃出し窓の写真を示す。 
 
結  果 

3 つの換気条件全ての場合において、床上高さ 1.7m 以下の領域で、室内温度が設定

温度以下に維持された（図 3）。 
エアコンの消費電力は、自然換気の場合と、自然換気に加えて 108[m3/h]強制排気を

行った場合がほぼ等しい結果となった [注 2]。また、自然換気に加えて 324[m3/h] 強制排

気を行った場合、自然換気の場合と比較して消費電力が約 37%増えた（図 4）[注 3]。 
 
 
[注 1] 環境試験室内に試験住宅が設置されており、試験住宅の周囲温度を様々な温度条件に調整可能であ

る。 
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[注 2] 使用したエアコン固有の制御によると考えられる。自然換気に加え 108[m3/h]強制排気を行った場

合、エアコンは吸い込み温度の変化などから、圧縮機の運転レベルを変えずに、ファンの回転数のみを増

やし、処理熱量を増やす制御を選択したと推察された。この場合、圧縮機の消費電力は増えず、ファンの

消費電力が数 W 程度増えるが全体の消費電力としてはほぼ変わらない結果になったと考えられる。ただ

し、条件（エアコン機種や外気温度、設定温度や風量レベル等）が異なれば、制御が変わり、結果消費電

力も変わる可能性があり、注意が必要である。 

 

[注 3] 第 1 報、第 2 報のシミュレーションと本実験は条件が異なるため、両者の結果を直接比較すること

はできない。ただし、換気量増に伴う消費電力量の増加傾向はオーダー的には合っており、シミュレーシ

ョンはエアコン固有の制御を除き概ね適切に実施できていると判断した。 

 

 

 

(a) 環境試験室の外観写真 

 

     

(b) 環境試験室内平面図            (c) 旧省エネ基準住宅の平面図 

 



３ 

 

          

(d) 試験住宅内                   (e) 試験住宅内のエアコン 

図 1. 環境試験室・試験住宅 

 

 

 

図 2. 掃出し窓の写真 

風量測定器を用いて各ファンの風量の測定・調整を行った上で、複数のファンを設置し、 

台数制御によって排気量の調整を行った。 
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表 1. 実験条件 

設定値 備考

試験住宅
一般的な1階建て住宅の

居間・食堂（13帖）と廊下（6帖）

室内体積：72[m3]
旧省エネ基準（1980年相当）の断熱性能
（Q値=0.44[W/m2K]）,UA値=1.14[W/m2K]）

35℃

定格冷房能力3.6kW 2018年販売機種（定格冷房時COP=3.78）

温度 27℃

風量 自動

フラップ位置 固定（水平）

ルーバ位置 固定（部屋中央向き）

腰窓 自然給気 窓を半開（45cm）とした

掃出し窓 強制排気 下の3条件で排気を行った

自然換気量 住宅の隙間風によって生じる換気量のみとし、強制排気はOFFとした

自然換気量＋108m3/h 自然換気量に加え、室内の空気が1時間に1.5回入れ替わる量を強制排気した

自然換気量＋324m3/h 自然換気量に加え、室内の空気が1時間に4.5回入れ替わる量を強制排気した

200W×2 人体や機器の発熱をヒータで模擬した

項目

エアコン機種

外気温度

室内発熱

換気方法

エアコン設定

換気量

 

 

 

 

図 3. 換気量ごとの高さ方向の室内温度分布 

 



５ 

 

 

図 4. 換気量ごとの消費電力 
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